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2014年度言語文化研究会活動中間報告
4月：新入生歓迎企画「言語 お悩み相談会」
5月：・言語科学専攻新入生歓迎行事への協力
・講談師桃川鶴丸さんによる講演会（以下に参加学生の感想あり。）
「ことばが紡ぐ日本の芸術 眼からウロコの妖精講談」
6月：言語文化研究会総会
「ことばが紡ぐ日本の芸術 眼からウロコの妖精講談」を主催して
言語文化研究会では、学生運営委
員の企画・運営で、2014年5月30日
(金)に講談師、桃川鶴丸さんをお迎
えして、講演会を行なった。
聴講者のほぼ全員が、講談初体験
であったので、講談についての解説
（歴史や落語との違い、修行につい
てなど）、ワークショップ（「義士討
ち入り」の冒頭）、珍しい新作物（ア
イルランドの口承伝承をベースにし
た「ク・ホリン」「レプラホーン」の
妖精講談2席）など、欲張ったプログラムで、講じていただいた。150名を超える聴衆が
一様に眼を丸くしつつ、五感で伝統話芸の世界を満喫した、非常に豊かで刺激的な90分
であった。
以下に、企画・運営に携わった学生運営委員の感想を載せる。 （田中美保子）
＊ ＊ ＊
・「講談」という言葉を聞いても、私が無知なため頭の中で「これだ」というイメージ
は湧かなかった。そして事前調べで思ったことは「落語よりも堅そう……」というも
のだった。しかし、桃川鶴丸さんの講談を聞いてそのイメージは一変した。声のトー
ン、視線、間、時々鳴らす張り扇の「パンッ！」という鋭い音。様々な手段で聞いて
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特設高座の講談に聞き入る学生たち（23202教室）
いる人を引き込む「講談」。退屈なんてしなかった。ただ一方的な「音読」などではな
く、聞き手に合わせて面白おかしく注釈をつける独特の話し方は、私たちを惹き付け
て離さない。今回のお話は「ク・ホリン」と「レプラコーン」というアイルランドの
民話で私には馴染みのないものだったが、頭の中にすらすら入ってきて、とても面白
かった。
今回のことで、今まで講談を知らなかったことをもったいなかったと思った。そし
てもっと多くの人に知ってもらいたいと感じた。少しずつ知る人が増えて、私のよう
に興味を持ってほしい。今後も機会があったらまた講談を聞きに行きたい。
（2年 磯部菜美子）
・今回の講演会は私にとって二回目の桃川鶴丸さんの講談を聴く機会だったが、集中力
や充実感は、回数を重ねても薄れることはないと実感した。また、日頃私たちがどれ
だけ受動的な態度でテレビなどのメディアから情報を受け取っているか、ということ
も気付かされた。講談は、とうとうと流れる言葉を、聴衆自らがキャッチしに行かな
ければその世界に入りこむことは出来ない。まさに「参加型」の伝統芸能である。
そして妖精講談の世界観には、二国の時代を超え文化が混ざった独特の雰囲気が
あった。「レプラホーン」の舞台はアイルランドだが、人称代名詞は「わし」や「汝」
を用いていた。日本の古典的な表現を使うことで、昔に思いを馳せる感覚を残しなが
らも、アイルランドの神話や妖精の世界観が日本の文化に引き寄せられ、想像しやす
くなっていたと思う。私はこの講演会を機に、様々な国の文化におけるファンタジー
表現の形を学んでいきたいと思った。 （2年 板垣栞）
・私は今まで講談に興味はあったが、聴いたことがなかったため、鶴丸さんが講談をし
に本校に来ていただけると聞き、楽しみにしていた。ワークショップでは「義士討ち
入り」の体験を行った。リズムや声の調子、強弱をつけたりなどして、講談を自分自
身で体感することができ、とても楽しかった。通常、講談ではカタカナ語を使わない
とのことだったが、今回は、アイルランド妖精講談という事で、カタカナ語を使用し
ていた。伝統芸能の講談でカタカナ語が使われていたことに驚いた。
鶴丸さんの講談中、大勢の学生がみな、話に引き込まれるように熱心にお話を聞い
ていたのも印象的だった。鶴丸さんの語りが自然とそうさせているのではないかと
思った。
今回の講談を機に、講談や落語などの伝統芸能に触れる機会を増やしたい。
（2年 加藤千佳）
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・講談については「翻訳研究Ⅰ」の授業で紹介されるまで何も知らなかった。講談師が
ストーリーテラー(第三者)として張り扇で釈台を叩きながら話す。初めてお会いした
講談師の鶴丸さんは普通の話し方をされていても独特な雰囲気を感じさせる方だっ
た。
最初に鶴丸さんが講談について解説をしながら張り扇と手ぬぐいを見せてくださっ
た。スクリーン越しでもこうしたものを見せていただけるのは滅多にない。そのう
え、1人の講談師が90分ずっと話すのも通常では有り得ないことだそうだが、それも
してくださった。披露されたのはアイルランド講談と妖精講談の2つ。鶴丸さんのテ
ンポのよい語りによってク・ホリンの壮大さが伝わり、最後の展開では思わず笑って
しまった。
このように聞き手を魅了させる講談という日本文化は、今後も残していくべきだと
思った。 （2年 福田容子）
・妖精？講談？？―講談という伝統芸能さえ知らなかった私は、実際に聞くまで？で
頭が一杯でした。運営委員として、当日はカメラで撮影を行いながら講談を聞いてい
たのですが、講談の感想は「面白かった！」に尽きます。講談師鶴丸さんの生の語り
は迫力があり、最後まで息をつめて聞いてしまいました。また、カメラ越しに見る鶴
丸さんは、ある時は小人の得意気な顔、ある時はビール奪取を目論む顔、と自由自在
に七変化。とても撮りがいがありました。
話芸とは声だけでなく、顔、手、扇子、手ぬぐい、全てをフルに動かして舞台を作
り上げる芸術なのだなと改めて実感。本当に貴重な体験をさせていただきました！
（3年 石堂優花）
・私は今まで、日本の伝統芸能である講談について全く知識がありませんでした。この
企画を通し、講談を学ぶことができ、非常に嬉しく思います。落語との違い、使用さ
れる道具、講談の演目など多くのことを学びました。
そのなかでも特に印象に残ったことは、「講談を面白くするには聴く人の心も重要」
という点です。私は準備や当日の司会などの仕事を担当していました。講談会中に会
場の様子を見ると、多くの人が真剣なまなざしで、楽しみつつ講談を聴いていました。
それを見て、聴く人が楽しみながら積極的に講談を聞くことが、講談をより面白いも
のにするのだと実感しました。来場者から多くの「よかった」という声を聞き、非常
に嬉しかったです。
今後もこのような企画を通し、日本の「ことばの伝統文化」を楽しみながら学ぶ機
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会を作っていきたいと思います。 （3年 柏瀬早希）
・私は当日他の授業で聴講できず、準備や後始末担当とビデオでの聴講となったが、今
回、講談というものを初めて聴き、話芸独特の口調と桃川さんの軽快な語りに90分間
引き込まれた。講談は一種の話し言葉ではあるが、ふだん私たちが話している話し方
とは大きく違っており、講談独特のリズムや間合いは私にとって耳馴れない面白いも
のだった。また、フレーズの合間に「パン、パン！」と響く張扇の音は話にメリハリ
をつけていて、長時間の講談でも全く飽きずに楽しく聴くことができたので、日本の
伝統文化が持つ「お客さんを引きつける力」を体感することができた。
講談は高座や用具の面で落語と似ているが、桃川さんの説明から落語と講談の違い
を理解できた。そして講談の世界では落語と違って多くの女性が活躍しているという
ことを知り、意外に思ったと同時に女性の話芸にも興味を抱いた。また、男性である
桃川さんが教えを受けた師匠が女性の講談師であったことにも驚いた。
ふだんは教科書や学術文献など文字を通して言語を学んでいるが、今回の講演で記
述では伝承しきれないことばの文化に触れて、音声や視覚で伝えることばを大いに楽
しむことができた。また、今回はそのような貴重な言語のバリエーションを体験する
ことができ、ことばとは何かを改めて考える機会となった。 （3年 内藤綾香）
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